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─────────────────────────────────────────── 

平成19年 第１回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                             平成19年３月８日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                         平成19年３月８日 午前９時30分開議 

 日程第１ 議案第１号 平成１９年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第２ 議案第２号 平成１９年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第３ 議案第３号 平成１９年度周防大島町老人保健事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第４ 議案第４号 平成１９年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第５ 議案第５号 平成１９年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第６ 議案第６号 平成１９年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第７ 議案第７号 平成１９年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第８ 議案第８号 平成１９年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成１９年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付託） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第１号 平成１９年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第２ 議案第２号 平成１９年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第３ 議案第３号 平成１９年度周防大島町老人保健事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第４ 議案第４号 平成１９年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第５ 議案第５号 平成１９年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・付
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託） 

 日程第６ 議案第６号 平成１９年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第７ 議案第７号 平成１９年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第８ 議案第８号 平成１９年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成１９年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付託） 

────────────────────────────── 

出席議員（23名） 

２番 伊東 梅芳君       ３番 土手 正喜君 

４番 平野 和生君       ５番 荒川 政義君 

６番 浜戸 信充君       ７番 杉山 藤雄君 

８番 神岡 光人君       ９番 田村 三郎君 

10番 伊藤 秀行君       12番 平村 真成君 

13番 魚谷 洋一君       14番 松井 岑雄君 

16番 広田 清晴君       17番 魚原 満晴君 

18番 冨田 安英君       19番 木村  潔君 

20番 中本 博明君       21番 平川 敏郎君 

22番 田中隆太郎君       23番 小田 貞利君 

24番 尾元  武君       25番 久保 雅己君 

26番 新山 玄雄君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

１番 安本 貞敏君                 

────────────────────────────── 

欠  員（２名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 坂本  薫君     議事課長 木元 真琴君 

書  記 河井 敏博君     書  記 平田富久代君 

書  記 藤本万亀子君                 
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────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 中本 冨夫君   助役 …………………… 椎木  巧君 

収入役 ………………… 吉村 正晴君   教育長 ………………… 平田  武君 

公営企業管理者 ……… 川田 昌満君   総務部長 ……………… 村田 雅典君 

総務課長 ………………… 吉田 芳春   政策企画課長 ………… 中野 守雄君 

財政課長 ……………… 奈良元正昭君   健康福祉部長 ………… 馬野 正文君 

産業建設部長 ………… 岡村 春雄君   環境生活部長 ………… 村田 章文君 

久賀総合支所長 ……… 野口 菊義君   大島総合支所長 ……… 山本  治君 

東和総合支所長 ……… 鍵本 一和君   橘総合支所長 ………… 中河 美昭君 

教育次長 ……………… 布村 和男君   公営企業局総務部長 … 河村 常和君 

税務課長 ……………… 橋本 澄夫君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開議 

○議長（新山 玄雄君）  おはようございます。昨日の本会議に引き続き、これより本日の会議を

開きます。 

 安本貞敏議員から欠席の通告を受けております。本日の議事日程はお手元に配布してあるとお

りです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 

日程第５．議案第５号 

日程第６．議案第６号 

日程第７．議案第７号 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第１、議案第１号平成１９年度周防大島町一般会計予算から日程第

１０、議案第１０号平成１９年度周防大島町公営企業局企業会計予算までの１０議案を一括上程

し、これを議題とします。 
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 日程第１、議案第１号平成１９年度周防大島町一般会計予算の補足説明を求めます。村田総務

部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  おはようございます。それでは議案第１号平成１９年度周防大島町

一般会計予算につきまして、補足説明をいたします。 

 予算書及び事項別明細書につきましては、一般会計と特別会計で別冊をなっておりますので、

一般会計の予算書を御用意願います。 

 それでは、一般会計予算の補足説明をさせていただきます。予算書の１ページをお願いいたし

ます。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１５７億４,１００万円と定めております。

前年度対比２億４,７００万円、１.５％のマイナス予算でありますが、当初予算案の概要の

２ページにも掲げてありますとおり、公営企業局で取り組みます大島病院新築移転事業に伴う繰

り出し分といたしまして、７億２５０万円を計上しておりますので、これを除きますと実質

１５０億３,８５０万円の予算となり、９億４,９５０万円、５.９％のマイナス予算となってお

ります。 

 第２条地方債は、１１ページの第２表のとおり、それぞれの事業実施に当たり、起こすことの

できる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものであり、その限度

額は２７億１,０２０万円と見込むものであります。 

 第３条は地方自治法第２３５条の３、第２項の規定による一時借入金の最高額を４０億円と定

めるものであります。 

 第４条は歳出予算の流用でありますが、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる

場合は、同一款内における給料等の項間の流用と定めるものであります。 

 それでは事項別明細書によりまして順を追って、予算の主なものにつきまして御説明をさせて

いただきます。 

 まず、歳入であります。事項別明細書の５ページをお開き願います。１款の町税の１項町民税

は６億９,２９５万２,０００円を計上し、対前年度比１億５９０万２,０００円の増となってお

ります。税制改正に伴いまして、国の所得税から地方の個人住民税への振り替え、すなわち税源

移譲分でありますが、この移譲分を約１億３,０００万円と見込んでおりますので、実質は減収

見込みとなっております。 

 また、法人税におきましても、景気回復が叫ばれる中、本町におきましてはその実感は乏しく、

減収見込みとなっております。 

 ２項の固定資産税は、平成１８年度の課税実績等を踏まえ、積算した結果、１,０７６万

２,０００円の増、６億７,９０２万５,０００円の計上であります。 

 ６ページでございますが、３項の軽自動車税、４項たばこ税、５項特別土地保有税、６項入湯
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税につきましては、１８年度の調定額を参考に積算し計上いたしております。 

 ７ページの２款、地方譲与税のうち、１項自動車重量譲与税、２項地方道路譲与税は前年度並

みの計上でありますが、所得譲与税は平成１８年度まで三位一体の改革に伴い、国から地方への

税源移譲分として交付されていたわけでありますが、先ほど御説明いたしましたとおり、税制改

革に伴いまして廃止をされ、約１億３,５００万円の減となっております。 

 ８ページでございますが、３款利子割交付金から７款自動車取得税交付金までにつきましては、

地方財政計画等に基づき、ほぼ前年並みの計上であります。 

 ８款の地方特例交付金は、児童手当の制度拡充に伴います町負担の増加に対する児童手当特例

交付金を４００万円と見込み、税制改革による恒久的減税の廃止に伴い減税補てん特例交付金

４,３００万円が交付されなくなりますので、この激減緩和措置として３年間の特例措置として

交付されます特別交付金を３００万円新規計上しております。 

 １０ページでございます。９款の地方交付税は、普通交付税６９億１,０００万円、特別交付

税８億円、合わせて歳入の４９％を占める７７億１,０００万円の計上でありますが、対前年度

比３億１,５００万円の減額であります。その要因といたしましては、普通交付税において国勢

調査人口減によるものと、特別交付税において合併包括算定として合併後３年間交付されていた

ものが平成１８年度で終了したことによるものであります。なお、人口と面積により配分される

新型交付税につきましては、約７割は増額となるのではといった新聞報道等もありましたが、ま

だその詳細が示されておりませんので、これは加味しておりません。 

 １０款の交通安全対策特別交付金は、前年同額の４００万円を計上いたしました。 

 １１款の分担金及び負担金でありますが、１項分担金は、単県農山漁村整備事業及び団体営た

め池等整備事業実施に伴う地元負担金の計上であります。 

 ２項の負担金、老人保護措置費負担金３,１８６万２,０００円、児童福祉費負担金、保育料で

ありますが、公立私立を合わせて９,６２９万８,０００円の計上であります。 

 １１ページの１２款使用料及び手数料のうち、１項使用料は町営駐車場、火葬場、斎場、市民

農園、竜崎温泉、公営住宅等々、町内各施設の使用料として１４ページにありますように、１億

８,１０１万８,０００円を計上しておりますが、昨年と比較いたしますと、６,７３５万円の減

額となっております。竜崎温泉をこの６月から指定管理者制度へ移行することに伴い、利用料金

制を採用することから、使用料としての６月以降歳入がなくなり、２カ月分の収入となることが

大きな要因でありますが、大島斎場完成に伴う斎場使用料の増額、また星野哲郎記念館完成に伴

う入館料として７８６万２,０００円、１０月からスクールバス白木線を一般混乗により運行す

ることに伴う使用料８７万６,０００円の新規計上も含まれております。 

 １４ページをお開き願います。２項の手数料は戸籍住民票等の発行手数料、ごみ処理手数料
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２,６４４万３,０００円の計上であります。 

 １５ページ、１３款国庫支出金の１項国庫負担金は障害者福祉費負担金、私立保育所運営費負

担金、児童手当費負担金、老人保健事業負担金等で３億３,７５６万４,０００円の計上でありま

す。 

 １６ページでありますが、２項の国庫補助金のうち、１目総務費国庫補助金では、防衛施設周

辺住民安定施設整備事業補助金３億６,５７８万８,０００円を計上し、防災行政無線整備事業に

充当するものであります。 

 ２目の民生費国庫補助金は、障害者自立支援法に基づく障害福祉費補助金及び延長保育実施等

に係る次世代育成支援対策交付金を合わせ、１,９７３万７,０００円の計上であります。 

 ３目の衛生費国庫補助金は、一般廃棄物処理施設等建設及び合併浄化槽設置補助に係る循環型

社会形成推進交付金１,２６４万５,０００円の計上と、後期高齢者医療への移行を踏まえての電

算システム開発に係る補助金３９１万４,０００円を新規計上しております。 

 ４目の農林水産業費国庫補助金は、海岸保全施設整備事業補助金、５目土木費国庫補助金は、

公営住宅耐震診断補助金、個人の住宅耐震診断に係る住宅建築物耐震改修等事業補助金、ハザー

ドマップ作成に要する総合流域防砂事業補助金、６目教育費国庫補助金は、防音事業関連維持費

補助金の計上が主なものであります。 

 ３項の国庫委託金は、基礎年金事務委託金等５５３万３,０００円の計上であります。 

 １８ページでございます。１４款の県支出金であります。１項県負担金は、研修のため県へ

２名の職員派遣を予定しておりますが、これに伴う職員給与費負担金、国保基盤安定負担金、障

害者福祉費負担金、私立保育所運営費負担金、児童手当負担金、老人保健事業負担金等合わせま

して３億３８万３,０００円の計上であります。 

 １９ページからの２項県補助金のうち、１目総務費県補助金の広域市町村合併支援特別交付金

１億２,９００万円は、当初予算案の概要の１８ページに掲げております東和庁舎等建設事業外

それぞれの事業に充当することとしております。 

 ２目民生費県補助金では、福祉医療費補助金、国保負担軽減対策費助成事業補助金、障害者自

立支援特別対策事業費補助金、介護サービス適正実施指導事業補助金、児童クラブ事業補助金、

地域子育て支援センター事業補助金等が主なものであります。 

 ２０ページになります。３目衛生費県補助金は、広域水道出資債元利補給金、合併浄化槽設置

整備事業補助金、水価安定補助金が主なものであります。 

 ４目の農林水産業県補助金は、中山間地域直接支払い交付金事業補助金、単県農山漁村整備事

業補助金、山口の多彩な園芸産地育成事業補助金、広域水産物供給基盤整備事業補助金、港整備

交付金事業補助金に加え、石小田地区排水ポンプ改修に係る元気な地域づくり交付金、隔年で実



- 93 - 

施しております漁場環境保全総合美化推進事業補助金を新規計上し、合わせて５億５,９３９万

円の計上でありますが、団体営ため池事業の減額、里地棚田整備事業の完了、林道開設事業の休

止、漁業関係の整備事業の縮小等により２,６３３万９,０００円の減額となっております。 

 ５目商工費県補助金は、廃止路線代替バス運行事業補助金、６目土木費県補助金は、ＣＣＺ整

備促進交付金の計上であります。７目消防費県補助金は、洪水高潮ハザードマップ整備支援事業

補助金５４０万円の計上であります。 

 ２２ページであります。３項県委託金の１目総務費県委託金につきましては、県税徴収事務委

託金の積算方法が変更になり、また参議院議員及び県議会議員の選挙に係る委託金により、前年

に対しまして８,３１７万４,０００円の増額計上であります。 

 ２３ページ５目でございますが、商工費の県委託金は、片添ケ浜海浜公園の指定管理料といた

しまして３,０１１万２,０００円を計上しております。 

 ６目の土木費県委託金には、５年に一度実施いたします都市計画基礎調査に係る委託金

２００万円が新規計上となっております。 

 ２４ページでございます。１５款の財産収入では、財産運用収入として土地及び建物の貸付収

入、教員住宅家賃収入及び各基金の利子収入を計上しております。 

 ２５ページの１６款寄附金は、３０万１,０００円を見込んでおります。 

 ２６ページをお開き願います。１７款の繰入金は、財政調整基金を３億１,９０２万６,０００円、

減債基金を５,０２９万円取り崩すとともに、町単独で行っております高齢者福祉施策へ充当す

るため、条例第６条の規定に基づきまして、福祉振興基金から５,０００万円を取り崩すことと

いたしました。 

 なお、各基金の平成１９年度末における基金残高は当初予算の概要の８ページに掲げてござい

ます。 

 １８款の繰越金は１,０００万円の計上でございます。 

 １９款の諸収入のうち、２７ページからの３項、貸付金元利収入は、中小企業勤労者小口資金

貸付金、地域総合整備資金貸付金、住宅新築資金等貸付金など、貸付金元金収入１,８４６万

３,０００円を計上しております。 

 ２８ページからになりますが、４項雑入では、学校給食収入６,４２２万７,０００円、福祉医

療費高額払戻金、建設残土処理場使用料、ごみ収集袋売上代金、片添ケ浜施設使用料、国道

４３７号線改良に伴う工事補償金等を合わせまして、３億５,１２２万７,０００円を計上してお

ります。 

 このうち、３１ページにありますように、公募によります指定管理者制度への移行に伴い、総

合交流ターミナル、いわゆる道の駅でございます。 



- 94 - 

 また、竜崎温泉のこの２つの施設に係る指定管理者からの町納付金として５３８万３,０００円、

交通災害共済事業特別会計の廃止に伴い、県市町総合事務組合から事務費として交付される交通

災害共済交付金、県後期高齢者広域連合へ１名の職員を派遣いたしますが、これに係る職員給与

費等負担金を新規に計上いたしました。 

 また、１９年度中に解散予定の久賀生涯学習財団の出資金及び剰余金の返還金として３,０５０万

円を計上しております。 

 続いて２０款の町債であります。各種事業に充当するため、それぞれ目的に応じ２７億

１,０２０万円の計上で前年度比１億７,６２０万円の増となっておりますが、先ほど申し上げま

したけれども、大島病院新築移転分を差し引きますと５億２,６３０万円の減であります。なお、

平成１９年度には１８名の定年退職が予定されておりまして、今後も団塊の世代の大量退職が見

込まれております。したがいまして、これに対応するために、退職手当債を借り入れることとし、

平成１９年度におきましては、７,０００万円を予定しております。 

 また、合併特例事業債１７億１,６２０万円につきましては、東和庁舎等建設事業外当初予算

案の概要の１８ページのとおりであります。なお、平成１８年度末の起債残高は２５９ページの

とおり、２６０億１,０８０万円と見込んでおります。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出の主なものを御説明いたします。３３ページをお開き願います。まず議会費

では総額で１億４,６２６万９,０００円の計上であります。議員報酬研修等に係る費用弁償、議

会広報印刷製本費、議事録作成委託料及び職員人件費が主なものであります。議員１名の辞職は

ありましたものの、人件費の調整、議員共済費の負担率の改正、市町村合併に伴い県内町村数の

激減による県町議会議長会負担金の増によりまして７３７万４,０００円の増額計上となってお

ります。 

 ２款の総務費１項総務管理費では、３６ページの行政一般経費につきましては、町長交際費を

前年度比６.３％減の３００万円を計上しております。なお、交際費につきましては、町長を始

め、議長、教育長、消防団長、農業委員会会長について平均５％の減額により予算計上をさせて

いただいております。 

 ３８ページをお開き願います。東和庁舎等建設事業費は東和庁舎及び星野哲郎記念館の建設工

事請負費等として２億２,７７８万７,０００円を計上しておりますが、建設工事費に加えまして、

案内看板の設置工事、震度計の移設、庁内ＬＡＮの工事等もあわせて計上しております。なお、

ここで字句の訂正をお願いしたいと思いますが、３８ページの下から３行目でございます。設計

業務７２７万５,０００円というふうに記載しておりますが、これは設計業務でなくて管理業務

でございますので、ここで訂正をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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 なお、工事は本年６月に完成の予定でございまして、今の予定では７月の１７日から東和総合

支所の業務を開始、７月２５日には星野哲郎先生を初めとして関係者をお招きし、星野哲郎記念

館の竣工式を行うという予定となっております。 

 ３９ページの２目文書広報費のうち、文書広報事業は町広報誌の印刷経費が主なものでありま

す。 

 防災行政無線整備事業は、防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金を受けまして、合併特例

債を活用し、平成１８年度から２１年度までの予定となっております。 

 昨日、議案第４９号で御議決をいただきました工事請負契約の金額を加えますと、総額約７億

７,０００万円になる予定でございます。これによりまして町内全域にデジタル方式によります

防災行政無線網を整備することになるわけでございます。平成１９年度分として４億９,９３４万

９,０００円を計上しております。 

 １９年度は親局、中継局、屋外子局等の整備を行いまして、現在放送施設のない久賀地区及び

東和地区については、平成２０年度の早い時期の運用開始を目指したいと考えております。 

 ４２ページをお開き願います。５目の財産管理費は、公共施設及び公用車の修繕費、保険料、

基金利息の積立金の計上でありますが、町有地取得に係る登記事務を嘱託により行うこととし、

嘱託員報酬を新規計上いたしました。 

 また、公募による指定管理者制度導入に伴い、指定管理施設の１件当たり１００万円以上の修

繕については、町が行うこととしておりますので、その修繕料として２５０万円を計上しており

ます。 

 ４３ページの６目企画費は、３７３万９,０００円の計上であります。柳井地区広域事務組合

への負担金等の計上でありますが、４５ページの政策調整一般経費において、スクールバス白木

線の運行を開始するに当たり、意見を聞くために周防大島地域公共交通会議を設置する必要があ

り、その委員報酬を新規計上いたしております。 

 ４６ページになります。７目でございますが、支所及び出張所経費におきましては、各庁舎の

維持管理経費及び地域住民からの要望に迅速に対応できるように、各総合支所に工事請負費、原

材料費、小規模施設整備事業補助金をそれぞれ計上いたしました。なお、小規模施設整備事業補

助金につきましては、その規則を改正し、地域環境整備事業への補助を追加するなど、より地域

密着の補助制度へと充実を図っております。 

 ページが飛びますが、５３ページをお開き願います。８目の電子計算費であります。各庁舎を

結ぶＬＡＮシステムの通信運搬費、電算システムの保守料及び借り上げ料等の計上にあわせまし

て、地域住民から強く要望のございました日良居地区及び沖浦地区におけるＡＤＳＬサービスの

導入を支援することとし、１,３００万円を計上いたしました。これによりまして、町内全局ほ
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ぼ全域において、ＡＤＳＬサービスを享受できる環境が整うことになり、地域間の情報格差が是

正できるものと期待するものであります。 

 ５４ページになります。９目の地域振興費１,８０５万１,０００円の計上であります。自治会

振興奨励金１,２３０万円、地域づくり活動支援補助金１３０万円が主なものであります。町人

会経費は各地区の町人会への参加経費であります。 

 ５５ページの１０目交通安全対策費につきましては、議案第３５号でお諮りいたしました久賀

地区の辻屋駐車場を廃止することとし、これに伴い管理委託料及び借地料が減額となっておりま

す。 

 また、交通災害共済事業を県市町総合事務組合が直接実施することにより、特別会計は廃止と

なりますが、事務費の交付を受け、会員募集事務を行いますので、その経費を計上しております。 

 ５６ページになります。諸費は２,４５１万１,０００円の計上であります。県市町総合事務組

合を初めといたします各種団体への負担金が主なものであります。 

 ５８ページをお願いいたします。２項の徴税費であります。１目税務総務費は、家屋評価シス

テム及び滞納整理システムの導入が完了いたしましたので、対前年２,９５７万８,０００円の減

額計上であります。 

 ５９ページの２目賦課徴収費は、平成２１年度の固定資産税評価がえに向け、町内２３３地点

における標準値の鑑定を行うため委託料を１,４６７万９,０００円計上いたしました。 

 また、滞納整理に積極的に取り組むに当たり、必要な支払い督促に係る経費あるいは差し押さ

え不動産鑑定評価業務、弁護士業務等の経費を新たに計上いたしました。 

 ６０ページの３項でございます。戸籍住民基本台帳費でありますが、戸籍総合システム及び住

基ネットシステムの保守並びに借り上げ料の計上であります。 

 ６２ページになります。選挙費であります。選挙管理委員会の経費４８万４,０００円に加え

まして７月２８日に任期満了となります参議院議員選挙及び４月８日執行の県議会議員選挙に要

する経費の計上であります。 

 ６５ページになります。５項の統計調査費は２１３万５,０００円を計上しております。商業

統計調査が主なものであります。６項の監査委員費は、監査委員報酬等で１００万３,０００円

の計上であります。 

 ６７ページでございますが、３款の民生費でございます。まず１項社会福祉費であります。

１目の社会福祉総務費におきましては、社会福祉費社会福祉総務一般経費において、町社会福祉

協議会への補助金５,７９６万円計上するとともに、昨年と同様に福祉タクシー利用助成

４３１万円を計上いたしました。民生委員児童委員会経費は、民生委員、児童委員の活動費の計

上であります。福祉医療事業は県の制度によります重度心身障害者等への医療費助成に加え、町
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単独で小学校３年生まで助成を行う福祉医療費１億９,６９４万９,０００円の計上が主なもので

あります。なお、町単独での医療費助成は４６３万７,０００円と見込んでおります。 

 ７１ページの社会福祉施設整備事業経費は、各社会福祉施設整備に係ります町の債務負担分の

計上であります。 

 ７２ページの２目障害福祉費は、昨年１０月の障害者自立支援法の本格施行に伴い、大きくそ

の予算組みが変更となっております。まず障害福祉一般経費につきまして、各種障害者団体等へ

の補助金の計上であります。 

 ７３ページから７４ページにかかります障害者地域生活支援事業は１,２３１万８,０００円の

計上であります。障害者への訪問入浴サービス事業、相談支援事業、移動支援事業、日中一時支

援事業、コミュニケーション支援事業、日常生活用具給付事業等に要する経費の計上であります。

このうち相談支援、移動支援、コミュニケーション支援等につきましては、従来県で行っていた

事業が町へ移管されたものであります。障害者自立支援給付費事業は、２億９,４２１万

６,０００円の計上であります。障害者給付を国保連合会と連携して実施するため、システム開

発経費といたしまして２００万円を計上しております。 

 また、負担金として障害者に対する在宅での介護サービスや施設への入所通所に要する介護給

付費、訓練等給付費、事業所の収入減を補てんする事業運営円滑化給付費、送迎に対する支援と

しての通所サービス利用促進給付費、扶助費として補装具給付費、就労意欲を減退させないため

の就労意欲促進事業等の計上であります。 

 ７５ページの障害者区分認定事業は、介護保険と同様に障害者もその程度を認定し、サービス

給付料を決定するものであり、その経費として審査会委員の報酬等の計上であります。 

 ７６ページでございます。更生医療事業は１,５６２万５,０００円の計上であります。生活保

護者の人工透析については、全額更生医療で対応することとなり、対前年約１,０００万円の増

額計上であります。 

 ３目の老人福祉費は２億２,８０１万４,０００円の計上であります。 

 ７７ページの老人福祉費一般経費において、針きゅう等施術助成事業、寝たきり老人等紙おむ

つ助成事業を引き続き実施することとしておりますが、寝たきり老人等紙おむつ助成事業につき

ましては、その対象者を要介護２以上に変更することとしております。老人福祉事業は高齢者生

活福祉センターしらとり苑及び和田苑の指定管理料及び養護老人ホームへ入所している５８名の

老人保護措置費の計上であります。なお、議案第３４号のとおり、高齢者生活福祉センターの利

用料の改定を行うこととしております。 

 ７８ページになります。敬老会事業は昨年同様に７０歳以上の方を対象に実施いたします敬老

会の経費を計上しております。介護予防地域支え合い事業補助分につきましては、老人クラブへ
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の助成であります。県の補助を受けての実施でありますが、単位老人クラブへの補助金金額を統

一しております。介護予防地域支え合い事業単独でございますが、町単独で取り組む事業に係る

予算で２,９４４万２,０００円の計上であります。 

 訪問理美容サービス事業、食の自立支援事業、外出支援サービス事業、生きがい活動支援通所

事業、緊急通報システム事業、高齢者の地域活動等事業補助を実施するものであります。このう

ち、食の自立支援事業につきましては、地区により配食サービスの回数に差異がありましたので、

これを週３回以内に統一する予定にしております。 

 また、生きがい活動支援通所事業におきましては、１回当たりの利用料を２００円から介護保

険サービスのデイサービス事業とほぼ同額の５００円に改定することとしております。これに伴

いまして、町から事業者への委託料を１人当たり３,０００円から２,７００円に改正する予定で

あります。 

 ４目の国民年金費及び８０ページの５目介護保険対策費につきましては、人件費及び事務費の

計上であります。新予防給付計画費は介護保険事業特別会計での予算計上のため、廃目でござい

ます。 

 ８２ページでございます。児童福祉費であります。１目の児童福祉総務費のうち、８３ページ

の児童福祉事業におきましては、町内７カ所の児童クラブ及び５つの保育園が延長保育を行うた

めの経費等３,８９６万４,０００円を計上しておりますが、障害児を受け入れている児童クラブ

について、開設日数の関係で補助対象とならない２つの児童クラブに対し、町単独で助成を行う

こととしております。 

 また、障害児保育事業につきましても、私立保育園において、障害児保育を実施する場合、軽

度の障害児につきましては補助対象となりますが、重度障害児は補助対象とならないことから、

町単独での助成を行うこととしております。 

 ８４ページになります。児童館運営経費は２３６万円を計上して、久賀児童クラブの運営経費

であります。 

 ８５ページの子育て支援センターたちばな経費及び子育て支援センターおおしま経費において、

８４万５,０００円を計上し、地域の子育て支援を実施することとしております。 

 ８６ページになります。２目の児童措置費は児童手当支給に要する経費８,２５０万円の計上

であります。制度改正によりまして、ゼロ歳から３歳未満の第１子及び第２子の支給額が月額

５,０００円から１万円に増額されることとなっております。 

 ８７ページからの３目保育所費は、町内３カ所の町立保育所の運営費として１億３,３５８万

３,０００円を計上いたしました。和佐保育所の閉鎖に伴い２,９４８万１,０００円の減額計上

であります。 



- 99 - 

 ページが飛びます。９２ページでございます。４目の私立保育所運営費は、私立保育所運営委

託料等含めまして３億８,８０４万５,０００円の計上であります。 

 続きまして、４款の衛生費１項保健衛生費になります。９４ページをお願いいたします。１目

の保健衛生総務費のうち、保険総務一般経費では、情島島民に対する離島巡回診療を引き続き実

施することとし、あわせてこの巡回診療に使用している情島保健福祉会館を修繕することといた

しました。 

 ９５ページの母子保健事業であります。５１８万３,０００円を計上し、乳児いわゆる３カ月

児あるいは７カ月の児童でございますが、これの健診、１歳６カ月、３歳児健診、妊婦健診、フ

ッ素塗布等を実施するものであります。 

 ９６ページになります。精神保健事業は３３５万１,０００円の計上でありますが、障害者自

立支援法の本格施行により県が行っていた精神障害者相談支援事業、精神障害者地域活動支援セ

ンター設置等について予算計上するものであります。 

 また、難病対策事業、小児慢性特定疾患児対策事業につきましては、新規計上でありますが、

現在のところ対象者は見込まれておりません。 

 ９７ページの救急医療体制事業は１,３４５万７,０００円を計上し、郡内の休日医療体制及び

柳井広域圏の救急医療体制の確立を図るものであります。医療費適正化対策事業は、医療費を通

知することにより、適正な診療を促すもので７１３万８,０００円の計上であります。 

 ９８ページになります。県の後期高齢者医療広域連合事業は新規事業でありますが、本年２月

１日に設立いたしました県後期高齢者医療広域連合への負担金及び後期高齢者医療制度への移行

に対応するための電算システム導入経費の計上であります。 

 ９９ページの２目予防費の老人保健事業は、基本健診及び節目健診としての骨粗鬆症、歯周疾

患健診を実施する経費として、２,４３５万８,０００円を計上しております。なお、節目健診に

かかります自己負担を他の健診とのバランスを考慮して改定することとしております。 

 １００ページになります。検診事業でありますが、がん検診、結核検診等を行う経費及びもの

忘れ検診を実施する経費を計上いたしました。予防接種事業はインフルエンザ等の予防接種に係

る経費として３,４７２万１,０００円を計上しております。 

 １０２ページになります。３目環境衛生総務費環境衛生総務一般経費では、ごみ収集ボックス

購入に対する補助金を計上しております。 

 １０３ページの簡易水道対策事業は、柳井地域広域水道企業団への補助金及び出資金といたし

まして、５,０３５万１,０００円の計上であります。合併浄化槽設置事業２,７７９万

６,０００円は、合併浄化槽設置に係ります補助金の計上であります。 

 １０４ページになります。４目の火葬場費火葬場等管理経費は２,２３９万８,０００円を計上



- 100 - 

し、町内の火葬場及び斎場の管理運営を行うこととしておりますが、大島斎場の完成に伴いまし

て、昨年１２月の定例議会において、条例改正の御議決をいただきましたので、これに基づいた

使用料収入を見込んでおります。 

 １０５ページからは２項の清掃費であります。 

 １０６ページ２目でございます。じんかい処理費のうち、じんかい処理経費はごみ収集委託等

１億７７３万７,０００円を計上しておりますが、一般廃棄物最終処分場及びリサイクルセン

ターが本年度完成し、平成２０年度から運用を開始する予定としておりますので、ごみ収集体制

をいま一度見直し、効率的な収集体制を確立し、住民の皆さんに周知するための経費として印刷

製本費を計上しております。 

 １０７ページのじんかい処理施設管理経費は、清掃センターの維持管理経費として８,０８４万

５,０００円を計上しております。 

 １０９ページになります。一般廃棄物処理施設等建設費は大泊地区に建設中の一般廃棄物最終

処分場及びリサイクルセンター建設及びこれに付随しまして４トンダンプ等運営に必要な備品購

入に係る予算としまして、７億４,６１４万４,０００円を計上しております。本工事は１１月の

完成を予定しております。 

 次に１１０ページになります。不燃物処理施設管理経費は新規計上でありますけれども、

１１月に完成予定の一般廃棄物最終処分場及びリサイクルセンターの試運転及び維持管理に要す

る経費で、主には光熱水費の計上であります。 

 １１１ページの３目し尿処理費し尿処理経費は情島、前島、笠佐島のそれぞれ離島に係るし尿

及び浄化槽の汚泥処理に要する経費の計上であります。備品購入費は笠佐島の汚泥引き抜きポン

プ及びこれに使用する発電機の購入であります。 

 １１２ページであります。し尿処理施設管理経費の４,４７１万９,０００円は、衛生センター

の維持管理経費であります。 

 １１３ページからは５款農林水産業費１項農業費であります。 

 １１４ページの１目農業委員会費農業委員会一般経費は、農業委員の報酬及び委員会の運営経

費であります。 

 １１６ページであります。３目の農業振興費の農業振興対策一般経費は１６８万８,０００円

を計上し、ルーラルフェスタ農業士、生活改善グループ、農家生活改善士、グリーンツーリズム

推進戦略事業等の活動を引き続き支援することといたしました。 

 １１７ページの担い手総合支援事業は１１０万円の計上であります。昨年設置いたしました担

い手支援センターにつきましては、農地の貸借あっせん、認定農業者の増、帰農営農塾の開催、

みかんサポーターの募集などについて、着実にその成果は上がってきているところであります。
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したがいまして、引き続き担い手育成総合支援協議会への支援を行っていくこととしております。 

 １１８ページをお開き願います。特産対策費では５,７１９万６,０００円を計上いたしまして、

薬剤補助を行う特殊病害虫緊急特別対策事業、防鳥ネット、電気さく等の設置、特にことしはイ

ノシシ対策のさくの設置を支援する被害防止施設緊急整備事業、食の安全安心確保交付金事業と

して、伐採等を実施する環境整備対策、山口の多彩な園芸産地育成事業による園内道等、栽培管

理施設の整備促進等の実施により本町の基幹産業である柑橘栽培を支援することとしております。 

 １１９ページの中山間地域等直接支払い事業は、１,９６２万５,０００円の計上でありますが、

５１地区の集落協定地区を対象にした予算計上であります。 

 農産物等加工施設管理運営経費から農園施設管理経費までは、各農産物加工施設等の維持管理

経費となっております。 

 １２２ページをお願いいたします。地産地消実践推進事業は平成１８年度において民間プロジ

ェクトチームを編成し、地産地消の推進へ向け実践プランの策定に取り組んでまいりましたが、

本年度はその実践段階として地産地消実践推進プロジェクト委員会へ７０万円を負担し、朝市グ

ループへの支援を行おうとするものであります。 

 １２３ページの４目畜産業費は、東部地区家畜診療所への負担金が主なものであります。 

 次のページになりますが、５目農地費のうち、１２５ページの団体営ため池等整備事業は、た

め池の改修による災害の未然防止とかんがい用水確保のため、森ノ本上ため池の整備を実施する

ものであります。 

 次に１２６ページになります。単県農山漁村整備事業は２,８００万８,０００円を計上し、於

井手地区の農道整備ほかを実施するものであります。県営農業基盤整備事業は県が実施いたしま

す広域農道整備事業等に対する負担金といたしまして４,８７６万７,０００円を計上いたしまし

たが、平成２０年度から５年間で実施する農村総合整備事業の実施計画づくりに係る負担金

２５０万円は新規計上となっております。 

 １２７ページの元気な地域づくり交付金事業１億４,１８６万４,０００円は新規事業でありま

す。昨年１２月定例議会におきまして、町営土地改良事業の実施について御議決をいただいたと

ころでありますが、石小田地区の排水施設を整備することにより、農業基盤整備と地域の安全対

策に資するものであります。 

 １２８ページになります。農地・水・環境保全向上対策事業も新規事業となります。農地や農

業用水等の資源や農村環境を守り質を高めるため、農業者のみならず地域住民、自治会、関係団

体などが幅広く参加する地域共同活動を促すことを目的に、県、町、関係団体で地域協議会を設

立し、環境保全に向けた先進的取り組みを支援するものであります。 

 １２９ページからの７目農村環境改善センター費は蒲野、沖浦、油田、白木の各農村環境改善
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センターの管理経費であります。 

 次に１３２ページになります。２項の林業費では１目林業総務費の猟区管理運営経費は６６万

円の予算計上でありますが、本年は１０年に一度の猟区設定の年となっております。町といたし

ましては、有害鳥獣捕獲の観点から引き続き猟区の設定を行う予定であります。有害鳥獣捕獲事

業につきましては、タヌキ、イノシシ等の有害鳥獣を捕獲するための委託料等６１７万２,０００円

の計上であります。 

 １３４ページになります。２目の林業振興費、森林整備地域活動支援交付金事業は平成１８年

度で１期対策が終了し、平成１９年度から２期対策として実施するものであります。 

 １３５ページの３目林道施設費は、林道文殊屋代線開設事業費について、県内他の市町に先が

け設置いたしました公共事業再評価委員会の答申を受け休止することといたしましたので、その

終末処理の経費といたしまして９９万２,０００円の計上であります。 

 １３５ページからは３項の水産業費となります。 

 １３７ページの２目であります。水産業振興費水産振興対策事業は３９２万円の計上でありま

す。漁業近代化資金利子補給金、合併漁協漁家経営安定資金利子補給金、ブルーツーリズム推進

協議会負担金が主なものであります。 

 １３８ページになります。単県農山漁村整備事業はタコ産卵施設の整備、魚礁設置事業は白木

地区外で実施予定であります。 

 １３９ページの種苗放流事業は７９１万円の計上でありますが、種苗放流に係る種苗購入経費

を漁協への補助金で対応することとしております。 

 １４０ページになります。漁場環境保全総合美化推進事業は、漁場清掃を隔年で実施しており

ますが、平成１９年度は５１６万円の予算をもちまして、安下庄地区外を実施する予定でありま

す。 

 １４１ページの４目漁港建設費は広域水産物供給基盤整備事業で、１億９,６６１万８,０００円

を計上し、油田地区及び白木地区をまた１４２ページの港整備交付金事業では、１億９,５７０万

８,０００円を計上し、三蒲地区及び和田地区を、単県農山漁村整備事業では５００万円を計上

いたしまして、森地区の漁港をそれぞれ整備するものであります。 

 １４３ページの５目海岸保全事業は、和田地区、森野地区、白木地区の海岸保全整備事業１億

５,５６５万５,０００円の計上であります。 

 １４４ページからは６款の商工費であります。 

 １４６ページの２目商工業振興費商工振興事業は、周防大島町商工会への商工振興事業補助金

１,３００万円と商工業者へ対する利子補給金、融資事業に係る予算の計上であります。交通対

策事業は自治会が設置をいたしますバス待合所設置に係る補助金３２万円の計上、中国ＪＲバス
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及び防長バスに対する生活交通路線維持負担金４,４０２万２,０００円の計上が主なものであり

ます。 

 １４７ページ、廃止バス路線代替運行事業は、白木半島線に係る廃止バス路線代替運行補助金

１,３３３万３,０００円、奥畑線及び白木半島線のうち、町立橘病院行きの１便に係る生活バス

路線対策補助金８５１万５,０００円の計上であります。 

 １４８ページになります。離島交通対策経費４４２万２,０００円は笠佐航路の運行経費であ

ります。ウインドパークの管理運営経費は９９５万２,０００円を計上し、ウインドパークの管

理運営を行うものであります。 

 １５０ページになります。竜崎温泉管理運営経費は２,３２８万４,０００円を計上いたしまし

た。６月からは有限会社ちどりを指定管理者として指定管理者制度へ移行することとしておりま

すので、２カ月分の維持管理経費を計上しております。 

 工事請負費及び備品購入費につきましては、源泉水中ポンプの購入とその取りかえ工事であり

ます。 

 １５２ページになりますが、指定管理回数券の利用負担金１００万円につきましては、指定管

理者制度へ移行する前に販売されました回数券につきましては、町の歳入になりますので、指定

管理に移行後、この回数券を利用された場合には町から指定管理者に対しその利用枚数に応じた

負担をするものであります。 

 長浦スポーツ滞在型施設管理運営経費は、瀬戸内海リゾート株式会社を指定管理者として指定

し、その指定管理料として２,５００万円を計上するとともに、平成２０年度以降は公募により

指定管理者を選定することとし、指定管理者選定委員会の委員報酬ほか必要経費を計上しており

ます。 

 １５３ページの３目観光費のうち、観光一般経費は星野哲郎記念館の完成にあわせ、これを追

加した観光パンフレットを作成するとともに、東和地区の陸奥記念館、陸奥野営場及びなぎさ水

族館の３施設について、岩国松山高速株式会社に対し４２０万円、また青少年旅行村、サン・ス

ポーツランド片添及び片添ケ浜温泉遊湯ランドの３施設について、社団法人東和ふるさとセン

ターに対し４００万円の指定管理料をもって指定管理による維持管理を行うこととしております。 

 工事請負費は青少年旅行村の各施設を和田地区農業集落排水へつなぎ込むものであります。 

 また、周防大島町観光協会への補助金３８０万円、周防大島町花火大会、お大師堂めぐり歩け

歩け大会、ふるさと夏祭りの各イベントに対する補助金を計上いたしました。なお、周防大島町

総合ターミナル、いわゆる道の駅サザンセトとうわでございますが、この施設につきましては、

有限会社サザンセトとうわを指定管理者に選定することとしておりますが、指定管理料は発生を

せず２０５万円の納付金が予定されております。 
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 １５４ページになります。公園等管理経費につきましては、屋代ダム公園等の管理経費、町が

県から指定管理者として指定されます片添ケ浜海浜公園について、社団法人東和ふるさとセン

ターへ再委託することとして、その委託料を計上しております。 

 １５６ページになります。やしろ郷ふれあいの里事業はフィッシングビレッジやしろ郷及び自

光寺ピッコロランドにつきまして、当分の間休止することとし、周辺の草刈り業務及び借地料の

みの計上であります。 

 ふるさと館の管理運営経費は、久賀ふるさと館の維持管理を町観光協会へ委託するものであり

ます。 

 次の星野哲郎記念館管理運営経費は、新規計上であります。７月２５日に竣工式を予定してお

ります星野哲郎記念館の維持管理、竣工式、開館準備等の経費を合わせ、２,２０８万８,０００円

の計上となっております。その主なものを申し上げますと、賃金は受付ほかの業務で２名分を予

定しております。印刷経費はパンフレット、入場券等の印刷経費であります。光熱水費は電気、

水道等の使用料であります。広告料は新聞、雑誌等への広告掲載料として２００万円を予定して

おります。記念館で展示をいたします各資料、映像等の著作権使用料として７５万円の計上であ

ります。備品購入費４８４万６,０００円は主に屋外の音響設備の購入経費であります。星野

ワールド実行委員会補助金の４００万円は竣工式の執行経費が主なものであります。なお、この

記念館完成に当たりまして、星野先生の方から運営ほか何らかの形で今後協力する旨の申し出を

いただいております。具体的なことにつきましては、今後詳細は詰めることとしております。 

 次に１５８ページから７款土木費となります。 

 １６０ページをお開き願います。原石山管理事業は１,４１５万８,０００円の計上であります。

平成１９年度をもって残土の搬入は終了となる見込みであります。 

 続いて、２項道路橋梁費１目道路橋梁維持費につきましては、町道維持管理に係る賃金、工事

請負費、工事原材料費の計上であります。 

 また、外灯の維持管理経費もあわせて計上でしております。 

 １６１ページからになります。２目でございます。道路新設改良費の道路新設改良事業におき

ましては、町道上浜線、長波津礼線、山下浜木屋線の３路線の工事請負費、土地購入費及び物件

補償費等を合わせまして、１億８,２５３万２,０００円の計上であります。なお、長波津礼線に

つきましては、平成１９年度で完成の見込みであります。 

 １６２ページになります。県事業負担金であります。家房地区ほかの道路改良に係る負担金と

いたしまして５７５万円を計上しております。 

 続いて３項河川費では１目河川管理費河川施設管理経費に１億２,８３２万３,０００円を計上

いたしましたが、国道４３７号線の改良に伴い、久賀地区の仲町排水ポンプ場の移設工事に要す
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る経費及び土居地区の排水ポンプ設置が主なものであります。 

 ２目の河川建設費の河川整備事業は、自然災害防止事業として実施いたします小積川改修の工

事請負費が主なものであります。 

 県事業負担金では、自然災害防止事業、急傾斜地崩壊対策事業、海岸局部改良事業、海岸高潮

対策事業等の県事業負担金として２,９４０万円の計上であります。 

 次に１６４ページになります。４項の港湾費のうち、１目港湾管理費は、各港湾の樋門、ポン

プの管理委託料が主なものであります。 

 １６５ページの２目港湾建設費、港湾に係る県事業負担金は、港湾改修事業、海岸浸食対策事

業、海岸高潮対策事業、港湾統合補助事業等々の県事業負担金として１億１,６１２万９,０００円

の計上であります。 

 １６６ページの５項でございます。都市計画費は５年に一度行う必要があります都市計画基礎

調査の委託料４００万円及び都市計画県事業負担金として片添ケ浜公園整備にかかる負担金

５０万円の計上であります。片添ケ浜公園整備事業につきましては、平成１８年度でほぼ完了し

平成１９年度で単独分の工事を実施し完成の予定であります。 

 次に６項住宅費であります。１目住宅管理費公営住宅一般管理経費として、２,２５６万

５,０００円を計上し、善良な維持管理に努めるとともに、昭和５６年以前に建設されましたす

べての町営住宅について、耐震診断を実施することとしております。 

 次に１６８ページからでございますが、８款の消防費となります。１項の消防費１目常備消防

経費は、柳井地区広域消防組合への負担金３億２,６２１万５,０００円の計上であります。規約

に基づきまして平成１９年度は均等割１０％、人口割９０％での負担でありますが、平成１９年

度から平成１７年度の国勢調査人口により負担をすること及び組合としても経費の節減に努めた

ということから、２,１１２万４,０００円の減額となっております。 

 ２目非常備消防費では、消防団員に対する報酬及び出務手当、消防団員補償等組合への負担金

の計上に加えまして、現在山口県が防災行政無線をデジタル方式に移行する作業を行っておりま

す。その整備に係る町負担金といたしまして２,１５５万３,０００円を計上いたしました。なお、

この負担は今年度、平成１９年度限りであります。 

 次に１７０ページになります。３目の消防施設費でございます。久賀支部第４分団椋野地区で

ありますが、この消防機庫を漁港整備の関係で椋野公民館横に移設しておりましたので、漁港整

備工事の完了に伴いまして、従来の位置に戻し新築するものであります。その工事請負経費等の

計上であります。 

 １７１ページの４目災害対策費であります。総額２,００６万３,０００円の計上でありますが、

平成１７年度から県内市町に先がけて住宅の耐震診断を行ってまいりましたが、引き続き６０戸
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を対象に実施することとしております。あわせて洪水高潮ハザードマップを作成する経費を計上

いたしました。本年は三蒲、小松、沖浦、東和南の４地区を予定しております。さらには、自治

会で自主的に実施する防災訓練を支援することとし、その経費を計上しております。 

 １７２ページからは９款の教育費となります。 

○議長（新山 玄雄君）  部長さん、ちょっと休憩とりましょう。ちょっととりましょう。１５分

休憩とります。５５分まで休憩をいたします。 

午前10時40分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時55分再開 

○議長（新山 玄雄君）  おそろいのようです。御着席をお願いいたします。それでは再開をいた

します。引き続き説明をお願いします。村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  それでは休憩前に引き続きまして御説明申し上げます。 

 １７２ページをお開き願います。９款の教育費であります。１項教育総務費では１７５ページ

の学校教育経費におきまして、平成１８年度で作成に取り組みました宮本常一先生に関する副読

本を１,０００冊印刷することといたしております。印刷後は町内小中学校に配布し授業に活用

する予定であります。 

 １７６ページ、学校統合推進経費は、学校統合を検討する経費として３４万３,０００円の計

上であります。 

 １７７ページからは２項小学校費であります。町内１４の小学校の管理費として１億７７８万

１,０００円、教育振興費として１,６７９万５,０００円を計上し、学校教育教育振興図ること

としております。このうち、１９０ページのスクールバス管理運営経費におきまして、本年９月

末をもって安下庄線から中国ＪＲバスが撤退をし、防長交通が引き継ぐことは既に御報告をした

ところでございますが、現在防長交通に運行委託をしております白木半島線につきましては、乗

務員等の関係で運行受託が困難であるとの回答があり、種々検討した結果、一般客も混乗できる

スクールバス運行に切りかえ、地域住民の公共交通の確保を図ることといたしました。したがい

まして、スクールバス２台の購入経費及び１０月から半年間の運行委託料をここに計上いたしま

した。 

 ２００ページからは３項の中学校費であります。町内の９つの中学校の管理費といたしまして

５,７８１万６,０００円、教育振興費として２,１８１万６,０００円の予算によりまして学校教

育と教育振興を図るものであります。 

 ページが飛びますが２１６ページをお願いいたします。４項の社会教育費であります。１目社

会教育総務費社会教育振興経費は、社会教育指導員４名分の報酬３４０万８,０００円、派遣社
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会教育主事１名分の負担金２６０万円、婦人会への活動補助金１４４万２,０００円等を合わせ

まして１,０８０万９,０００円を計上いたしました。 

 ２１７ページの青少年健全育成事業では、成人式の開催経費及び町内小学校の６年生を対象に

大島商船高専の大島丸を借り上げて実施をいたします洋上セミナーを自治宝くじの助成を受け実

施することとしております。 

 また、青少年育成町民会議への活動補助金として２４万６,０００円を計上しております。 

 ２１９ページになります。ふるさと文化推進事業は、生涯学習発表大会等の開催経費と周防大

島文化振興協会への補助金１００万円を計上いたしました。 

 ２２０ページからの２目公民館費であります。大島、久賀、椋野、東和、橘、日良居の各公民

館及びかんころ楽園の管理運営経費及び人件費として１億４１５万１,０００円を計上し、生涯

学習の推進を図ろうとするものであります。 

 ページが飛びますが２２５ページになります。３目の図書館費であります。この図書館費では

人件費及び各図書館の運営経費、図書購入費を合わせまして４,７５８万円の計上であります。

本年度は各図書館にインターネットで検索する百科事典を導入する予定であります。 

 次に２２９ページからは５目の社会教育施設費であります。大島文化センターを初めといたし

ます町内の各種社会教育施設の管理運営経費の計上でありますが、２３２ページの日本ハワイ移

民資料館管理運営経費及び八幡生涯学習のむら管理運営経費におきましては、公募による指定管

理者制度への移行による予算を計上いたしました。 

 ２３３ページの文化交流センター管理運営経費では、９８１万４,０００円の計上であります。

本年は宮本常一先生の生誕１００年の記念すべき年に当たります。従来から行ってきた宮本常一

記念事業を引き続き実施するとともに、先生の誕生日であります８月１日に講演会等の開催を企

画しております。記念事業実行委員会への補助金として７０万円を計上しております。 

 ２３５ページからは５項保健体育費であります。保健体育一般経費では、各地区で行いますス

ポーツ行事に係る経費及びサザン・セト大島少年サッカー大会、サザン・セト大島ロードレース

大会等々の大会を開催する経費といたしまして町体育協会へ補助金９９８万円を計上いたしまし

た。 

 また、スポーツ少年団への補助金１３１万円も計上いたしております。 

 ２３７ページになります。２目の体育施設管理費では、各町民グラウンド、海洋センター、体

育館等の管理経費の計上でありますが、２４０ページの陸上競技場管理運営経費におきまして、

サザン・セト大島ロードレースのコース公認に係る経費を計上しております。これは５年に１回

の公認手続であります。 

 ２４１ページの３目学校給食費であります。町内４カ所の学校給食センター並びに浮島及び情
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島の給食調理場の管理運営経費を合わせて１億５,２６９万円の計上であります。 

 ページが飛びますが２４７ページになります。１１款の公債費では町債の償還元金２３億

３,５０９万８,０００円及び利息５億８,４２３万６,０００円に一時借入金利息として５００万

円を見込み、合わせて２９億２,４３３万４,０００円の計上であります。 

 ２４８ページの１２款諸支出金でございます。２項の繰り出し金１目繰り出し金では、説明欄

にありますとおり、国民健康保険事業特別会計から公営企業局企業会計まで、各特別会計への繰

り出し金として３４億６,３９２万５,０００円を計上しております。このうち、公営企業局企業

会計繰り出し金１３億５２９万７,０００円には、大島病院新築移転事業分７億２５０万円を含

んでおります。大島病院の新築移転に当たりましては、診療科目の増設等により、病院機能の充

実と医療の質の向上を図るといった目的から、合併特例事業に該当すると判断し、事業費の２分

の１までを一般会計から補助する場合には、これに対し１００％合併特例債が充当できますので、

交付税措置等を勘案し、町全体として有利であることから、繰り出しを行うことといたしました。 

 ２４９ページの予備費では３,０００万円を計上しております。 

 また、２５１ページからは給与費明細書であります。 

 ２５９ページは地方債に関する調書、２６０ページは債務負担行為に関する調書となっており

ます。 

 以上、議案第１号平成１９年度周防大島町一般会計予算につきまして補足説明を終わります。

何とぞ慎重審議いただきまして御議決いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑につきまして

は、歳入を一括質疑とし、歳出は款ごとに行います。 

 なお、質疑につきましては、ページの御指示をお願いをいたします。 

 それでは歳入について質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  まず５ページ、先ほど部長の方の町税に関する報告を聞いてお

りますと、いわゆる個人町民税については１億３,５００万円分があるので、実質的にはマイナ

スだという報告があったと思います。その中で実際的に普通徴収、特別徴収、分離退職等、人数

等を含めてどういうふうに見ておるのかという点が１点です。 

 それとあわせて実際的な例えば、一昨年、昨年といわゆる負担増があったわけですが、その影

響についてどういうふうに見ておるのか、新年度分で報告を求めたいというふうに思います。こ

れが町税関係です。 

 次に６ページ、町税のうち、特別土地保有税についてでありますが、実際的に私もずっと今日

まで言うてきたように、特別土地保有税についてはかなり明確に見ておかなければいけないとい

うことを言うてきました。その中で実際的に額、いわゆる今回滞納繰越分として４２万９,０００円
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入れておるわけですが、実際的に残額はどのようになっておるのか聞いておきたいというふうに

思います。これが２つ目です。 

 次に、実際的な町税関係で、例えば減税補てん特例交付金、これは基本的には特別減税が終わ

ったのでゼロになるという理屈はわかるのだが、実際的にいわゆる三位一体の改革について、実

際的な税の例えば御承知のように、所得割の１０％といっても、実際的には過疎地については私

は格差が広がってきよるというふうに思うとるんですがね、この件でちょっと若干聞いておきた

いというふうに思います。いわゆる三位一体の改革の税部門での影響、いうことで聞いておきた

いというふうに思います。若干特例交付金が何カ年かにわたってあるようですが、聞いておきた

いというふうに思います。 

 それと、次に地方交付税であります。地方交付税については１０ページにありますけど、実際

的に今回普通交付税が７０億円を切るという状況で、非常に厳しい算定をしてるわけですが、実

際的に私今まで特別目的分をできるだけつかもうということで質疑をしてきております。大別し

て大体国保に係る部分、それと基金償還に係る部分、それからしてその他非常につかみにくい部

分があるかもわかりませんが、つかんでおる範囲で報告を求めておきたいというふうに思います。 

 次に、商工使用料、これ１３ページになると思いますが、星野哲郎記念館入館料７８６万

２,０００円について、やっぱり計算式があると見通しがあるというふうに思います。初年度

７月以降からこの算定に入ってると思いますが、予測としてですね。実際、子供、中学校、いわ

ゆるそのほか、ステージ使用料等について、どういう算定を見ておるのか聞いておきたいと思い

ます。 

 次に、商工使用料の中の実際的には今ちょっとページ数はわかりませんが、竜崎温泉関係につ

いて先ほど総務部長の方から２カ月分という報告がありました。補足説明がありました。その

２カ月分についてでありますが、実際的な人数の動向はそれぞれどういうふうに見ておるのかと

いう点を聞いておきたいと思います。 

 ただ、御承知のように、まだ補正議論はしてないんで、実際的には入浴に関してプール部門、

非常につかみにくいところがあるんじゃないかと思いますが、それなりに計算根拠があるという

ふうに思いますので聞いておきたいというふうに思います。 

 それと、合併に対する利子補給金について聞いておきたいと思います。実際的に利子補給につ

いては資産に対する補助ではないかという議論も一部にあります。その中で件数と金額等につい

て聞いておきたいというふうに思います。 

 それとあわせて、もう一つは諸収入ちょっと見て開いていただきたいと思います。これはペー

ジ２７ページです。諸収入の関係で同和福祉援護資金貸付金元利と住宅新築資金等貸付元利収入

というのがあります。これは御承知のように、平成９年度ごろでしたかね、実際的にはこの制度
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そのものは終わっております。間違いだったらまた皆さん方ちょっと指摘してほしいんですが、

それで実際的に各市町村とも残の一応焦げつきがあるんではないかということで、いろいろ今調

査されよります。そしてまた、これは国の事業と県の事業に分かれておるというふうに思います。

県も実際的には債権放棄してないというのを聞いております。その中で残高が一体幾らになるの

か聞いておきたいというふうに思います。この残額については同和と住宅新築資金等の貸付金元

利収入というところに出てくると思いますが、残高がどういうふうになってるのか、また償還の

方法はどういうふうになっておるのか聞いておきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  橋本税務課長。 

○税務課長（橋本 澄夫君）  人数を負担増につきましては、普通徴収につきましては約

５,２００人、特別徴収につきましては３,４００人を見込んでおります。負担増につきましては、

課税状況調書等詳しく分析したものがございます。これを利用いたしまして税源移譲による負担

増につきましては約１億３,４００万円程度見込んでおります。それから個別の負担増でござい

ますが、例えば標準世帯というものがございます。夫婦子供２人の場合でございますが、この場

合に３００万円の給与収入があった場合どうなるかということでございますが、税源前につきま

しては、所得税は課税されません。税源後についても課税されません。そのかわり住民税につき

ましては９,０００円でございますが、移譲後住民税も９,０００円でございます。７００万円以

上になってきますと、所得税が２６万３,０００円が１６万５,５００円に減になります。そのか

わり移譲としまして住民税が１９万６,０００円が２９万３,５００円となりますが、総額は

４５万９,０００円で変わりません。調整控除というものをいたします。所得税から引けなかっ

た分につきましては住民税から引くということで、総額は変わらずということでございます。 

 もう一つ、特別土地保有税につきましては、１０者１,４００万円程度の滞納となっておりま

す。 

 特別減税でございますけれども、これにつきましては１９年度で人数で６,２３５人、

２,７００万円程度の廃止となってまいります。影響額が出てまいります。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  まず、三位一体の改革等の関係という御質問でございますけれども、

これは昨日から御説明しておりますとおり、平成１８年度におきましては所得譲与税として１億

３,５３９万２,０００円が入っておったものが、税制改革によっての税源移譲分は約１億

３,０００万円というふうに見込んでおるということでございます。 

 それと、減税補てんの特例交付金の御質問若干ございました。これは補足説明でもありました
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ように、減税は恒久的減税の廃止に伴いまして４,３００万円の特例交付金がなくなったという

ことですが、３年間の経過措置として、今私どもで見込んでおりますのは、特別交付金として

３００万円、これは３年間入ってくるだろうという、これですがこの数字確定したものではござ

いませんので、今大体見込みで３００万円ということでございます。 

 それから、普通交付税の関係での特定目的分という御質問でございますけれども、私どもで今

つかんでおります、先ほど例に挙げていただきました国保関係ですけれども、国保関係の財源対

策部分、一般財源化とか財政安定化基盤安定分等々含めまして約１億４,３００万円ばかりを見

込んでおります。 

 それから、起債償還分、これにつきましては１０億４,７００万円ばかりを見込んでおります。 

 それからもう一点、企業局の関係があろうかと思います。病床割あるいは看護師の養成所、看

護学校ですね。それから企業債の償還分、ここらあたりを含めまして４億１,０００万円程度を

見込んでおります。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。２点ほどございました。１３ページの星野

記念館の入館料でございますが、これにつきましては年間の２万６,０００人を想定しておりま

して、８カ月分を計上しております。それと同じく１３ページの竜崎温泉の人数の動向というこ

とでございますが、この１９年度２カ月分を計上しておりますが、年間では１２万８,０００人

を想定しております。このうち、回数券の使用料が約３万６,５００人、現金が９万１,５００人

ということで想定いたしまして、これの２カ月分を計上しております。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  ２７ページになります。同和福祉援護資金貸付金の元利収入の

残額につきましては、１０５万６,０００円であります。もう一つの住宅新築資金等貸付金元利

収入の残額が１,２８２万２,０００円であります。先ほど質問の中にもありましたが、滞納が全

国的に多くなってるんじゃないかということでありますが、やはり全国的に借受人の高齢化とそ

れと病気等によって体力が低下している、また死亡等ということで滞納の事例が全国的に増加し

ているというのが現実であります。建物も老朽化しているということで資産価値もない、土地も

借地というとこも多いということで、その措置に苦慮しているというのが全国的の実態でありま

す。しかし、本町の場合は住宅新築資金につきましては、５名が現在滞納ということであります

ので、これからも引き続き収納の啓発に努めていきたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的に再質問としては、一つは竜崎温泉関係の収入等につい

て、また星野記念館等についても再質問したいというふうに思いますが、実際的に担当部課の方
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では１８年度決算は既につかんでおると思います。また１７年度分の実際的な書き込み回数券の

購入の実態もつかんでおるというふうに思います。先ほど実際的に答弁があったのは、例えば竜

崎温泉でいえば、１２万８,０００人分の利用を見込んで、実際的には掛ける１２分の２ですか、

それではじいとるということで答弁があったというふうに思いますが、実際的に補正を見てもわ

かるように、新規プール分についてはほとんど落ちている、当初見込みから落ちている状況では

ないかというふうに思われます。その辺のところをつかんだ上での数字か、この２カ月分の計上

というのはね。つかんだ数字なのかどうなのかちょっと非常に答弁の中ではわかりにくいという

面がありますので、実際的に人数動向等、直近で一応当初予算組まれたというふうに思いますが、

実際的にそれぞれ何人分またふろ部門が何人でプール部門が何人という分け方はしとってんかし

とってないのか、収入の中で、しとってないのかどうなのか、ちょっと聞いておきたいというふ

うに思います。 

 それとあわせて星野記念館もそれぞれ人数で１２分の例えば６とかいうはじき方をしとると思

います。やっぱり実際的にいわゆる利用料といいますか、使用料といいますか、その辺について

はある程度、いわゆる空想の数字というたらおかしいんですが、逗子を基準においてこう組み立

てられたということですが、実際的に使用料組むときには、やっぱり一定の見込み、例えば星野

記念館であれば外で、ステージならステージをどれぐらい見込んでおるとか、また実際的に中の

入館者について子供は何人ぐらい見とる、大人は何人ぐらい見とるという書き方で、実際的には

組んであるかどうなのか、含めてね。組んでなけりゃ組んでない、小分けはしてないということ

なら小分けはしてないで結構ですから、答弁を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  星野記念館の入館料でございますが、これは年に２万

６,０００人を想定しておりますが、陸奥記念館の入館、このデータで大人、子供等で平均的に

幾らということが出ておりますので、そのデータを２万６,０００人掛けてはじいております。 

 竜崎温泉については詳細のデータがございますので、細かいデータがございますがちょっとお

待ちください。後ほどお答えいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  諸収入についてちょっとお伺いするんですが、いわゆる使用料と

かいろいろあって収入があるわけですが、その中で現金でもちろん払う場合、それから最近は口

座振替というか、口座を利用して支払いをするという場合があるわけですが、いわゆる社会通念

上は払ってくださいと、口座を利用して払ってくださいという場合は払ってくださいといった方
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が、いわゆる金融機関の手数料を持つというふうに思うわけですが、手数料を含めた、今諸収入

いろいろありますけれども、そういう手数料を含めた収入になってるのかどうか、その辺をちょ

っと、金額が説明の中の金額が。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  町の歳入につきまして、公費の歳入につきまして窓口での現金収入

あるいは口座での口座振替の収入等ございますけれども、これについて今予算書に上がっている

のは実際の使用料なりの金額でございます。ですから手数料については町が負担しておりますの

で、その金額はこの今予算には歳入の金額は実際の歳入といいますか、手数料は含まない金額と

いうことでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  歳出の方で出てくるわけですよね、手数料については。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  歳出の方で手数料として組んでおります。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  それで聞きたいんですが、学校給食費については、これは以前は

子供たちが学校に現金を持っておりましたけれども、２年ぐらい前からいわゆる口座振替にして

くれということで、ほとんど今口座振替、現金扱いはないと思いますが、この辺について手数料

は父兄負担というふうになっとると思うんですが、これだけがいわゆる支払う側の負担になっと

る、どうも制度的にこれは町の方がそういうふうにお願いしたわけですから、当然町が金融機関

の手数料については持つべきだと思うんですが。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午前11時29分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時31分再開 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  学校給食については食材をすべて保護者が負担するわけですよね。

ですので町が住宅使用料とかそういった税金にかかる部分の今の手数料と若干意味合いが違うよ

うな気がしておるわけで、保護者が払う給食料をもって、もって食材を買うわけでございますの

で、税金等で納めるという意味合いが違いますので、保護者の負担をお願いしておるということ

でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  議長。 
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○議長（新山 玄雄君）  もう３回過ぎております。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  お願いしといたから。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  先ほどの広田議員の答弁漏れについてお答えいたします。竜崎

温泉の使用料でございますが、先ほど申しましたように、年に１２万８,０００人を想定してお

りまして、それの２カ月分でございますが、これに対して一般の７００円、これが６０％、団体

等の５００円が５％、子供４００円が１％、子供団体３００円が０.５％の比率になっておりま

す。残りが回数券でございます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  それでは歳入について質疑は終結いたします。 

 続きまして、歳出の質疑を行います。１款議会費について、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 ２款総務費について、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  まず１点は、星野記念館について建設工事費について質問しま

す。ページ数は探して見てもらえればわかると思いますが、昨年とことしで２カ年の継続事業で

実際的に工事をしたということであります。実際的に先ほど訂正で設計と管理を入れかえたとい

うことですが、今時点で実際今年度当初を組むに当たって、工事費等については既にほぼ９０％

確定したんではないかというふうに思います。その点で実際的な工事見通しはどのようにとらえ

ているのか、いわゆる星野記念館といわゆる支所部門とであわせてどういうふうにとらえている

のか、つかんでいる範囲でまず答弁をお願いしたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  星野記念館、いわゆる東和庁舎含めての経費になりますけれども、

総額で４億５,１５９万６,５００円と見込んでおります。そのうち、１８年度分につきましては、

２億４,０００万円予算計上をさせていただいておりまして、残りを１９年度ということで算定

しております。ただし、東和庁舎分が幾らか、星野記念館分が幾らかということになりますと、

単純に面積割でやればいいのか、中の備品等がいろいろありますので、そのあたりでちょっと判

断しかねるところであります。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  次に交際費について聞いておきます。一律何％カットではない

が、一定程度減額したということであります。実際的に交際費論議も今までしてきたわけですが、

一般に交際費の中で必要な部分といいますか、例えば負担金なら負担金で組んだ方が仮に会計の
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中身から見たら非常にわかりやすいという側面があるのは御承知のとおりだというふうに思いま

す。その中で交際費のあり方の問題として、本年度予算を組むに当たって、実際的な例えばでき

るだけ明確化するというような立場からの議論は交際費等について、これは支出のあり方です、

の中で議論があったのかどうなのかについて聞きたいというふうに思います。 

 それともう一つは、税務関係で昨年議決以降、一定程度税務関係で新たに弁護士負担分外とい

うことで１２万円ぐらい組んでると思います。いうなれば裁判にいわゆる簡易裁判を起こしてか

らという格好の中で予算計上されたというふうに見えますが、実際的にその裁判に当たる弁護士

等については、実際的には顧問弁護士の対応の範囲内というふうに私は認識をしておったんです

がね、予算をつくるとき、そういう議論はあったのかなかったのか、聞いておきたいというふう

に思います。 

○議長（新山 玄雄君）  村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  まず、交際費の関係でございますが、支出の内容について負担金

云々ということで、負担金に上げることがどうだろうかというような形での議論につきましては

ございません。これは１８年度あるいは１７年度の実績等を確認しましても、負担金というのは

余り経費的に率を占めておりません。したがいまして、特に慶弔費関係が主なものでございます

から、そうしたところでそういった議論はしておりません。 

 それから、弁護士の関係でございますが、これは御承知のとおり、支払い督促に係るものの範

疇ということで、基本的には別問題であろうという解釈で議論をしておりません。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 次に、第３款民生費について、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 ４款衛生費について、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  ４款衛生費のうちの後段部分、これは私ども所管委員会ではな

いので若干聞いときたいというふうに思いますが、いわゆるリサイクルプラザそれと実際的な焼

却施設という格好の中で、今年度が最終年度ということで補足説明があったというふうに思いま

す。今年度最終年度として、いわゆるどの工事部分をやろうとしておるのか、わかる範囲で答弁

をお願いしたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  村田環境生活部長。 

○環境生活部長（村田 章文君）  ただいまのリサイクルセンター及び最終処分場の件でございま
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すが、１７年度からで本年度が最終ということ、どの部分という御質問でございましたが、事業

費的にはいわゆる最終処分場については、９０％近くが１８年度まで完成ということになってお

ります。また、リサイクルセンターにつきましては、メイン工事が１９年度ということになりま

す。また、総務部長の方の説明でもございましたが、それに伴う備品関係の購入、そういった形

の事業の進捗状況でございます。事業費的に申しますと、総額が２１億８,８２１万４,０００円、

１７年度が３億７,１９９万８,０００円、１８年度が１０億７,００７万２,０００円、１９年度

が７億４,６１４万４,０００円、こういった事業の進捗状況でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 次に、５款農林水産業費ついて、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  １点まず聞くのは、１２７ページです。元気な地域づくり交付

金事業、今年度から３カ年でしたか、実際的に工事開始という説明がありました。これに対して

県補助は全体事業費の県補助は何％ぐらい、一般単独部分が何％ぐらいというふうな見通しにつ

いては、どういうふうにとらえておるか聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 排水施設の補助でございますが、国が５５％、県が２５％、町が２０％でございます。これに

ついては事務費が１％、工雑が３.５％に以内というのがございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 次に、第６款商工費について、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  まず１点が、商工費に入ってくる部分として、出る部分として

は、バス関係、先ほど白木半島線、白木半島線は教育委員会入っているかもわかりませんが、廃

止代替そのほか代替バス等が組まれております。この部分について、ＪＲは１０月から撤退とい

うことになるというふうに思いますが、実際的にその部分について、例えば年間分を組んでおる

のか、半年分を組んでるのか、実際的にわかる範囲で答弁をお願いしたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  一応決算期が９月でございますので、年度途中で切るわけにいかな

いということで１年分を一応計上しております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 
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○議員（１６番 広田 清晴君）  ということになると、実際的には過去の議論があったように、

いわゆるキロ当たりの単価が違うという議論もあったので、当然この時点で聞くのもやぼな話で

すが、実際的には９月以降についての負担分については減額されると、いわゆる振りかえるわけ

ですから、振りかえるわけですから、いう考え方でいいのか、ちょっとその辺聞いておきたいと

いうふうに、いわゆるＪＲから防長に９月から移行しますよと、予算上は全体ですよという考え

方なのかどうなのか、聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  ただいまの御質問なんですけれども、要するに平成１９年度に予算

計上しておるのが、平成１８年１０月から９月までの赤字部分の補てんですよと、それに対して

ＪＲバスと防長交通がございますと。ですから、その分を１９年度予算に計上しておるわけです。

ですから２０年度予算に１９年の１０月から２０年の９月までの赤字部分を２０年度予算に計上

して補助するという格好になります。ですから今の予測でいきますと、ＪＲバスが撤退して防長

バスが安下庄線を引き継げば、キロ当たりの単価が防長バスの方が安いということでございます

から、当然２０年度の予算計上は１９年度の予算よりは少なくなるであろうという予測でござい

ます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 次に、第７款土木費について、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 次に、第８款消防費について、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 第９款教育費について、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  小学校管理費について質問します。全体的には小学校管理費と

してはふえておるんですが、各学校に対する実際的な管理費はそれぞれ減額ということになって

おるというふうに思います。もし、今各小学校ごとの管理費、振興費を除く部分です。紙に積み

上げた数字があったら、対前年何％ぐらいになるか、報告を求めたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  ちょっと今そういった細かい資料がありませんので、またそろえて

示したいと思います。 
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○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 １０款災害復旧費について、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 それでは、１１款公債費、１２款諸支出金、１３款予備費について、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 各款ごとの質疑が終わりましたので、総括的な質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今の時期に、議員が全体予算のまた指標をつかむということが

非常に問われているというのが初日全協でもありました。それで今つかんどる範囲でよろしいか

と思いますので、実質的な実質公債費比率以下各指標があります。例えば出しているかどうかわ

かりませんが、公債費比率、起債制限比率、標準財政規模、財政力指数、経常収支比率、これら

のうちで、つかんでいる、いわゆる１９年度末見通せる部分について、報告を求めていただきた

いというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  各種財政指数についての御質問でございますけれども、今回の

１９年度当初予算を踏まえましての見通しでございますけれども、まず経常収支比率、これが

１０１.６、それから公債費比率１６.７、それから公債費の負担比率は２５.５、起債制限比率、

これは３カ年平均ですけども１４.８、それから実質公債費比率、これは今特にいろいろ議論さ

れてる部分ですが、実質公債費比率、これの３カ年平均が２１.５、それから財政力指数につき

ましては３カ年平均で２０.７というふうに見込んでおります。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的に夕張以降いろんな議論がされております。そういう中

で１９年から２０年にかけて、今度はいわゆる起債残高の取り扱いについても、実際的にはいわ

ゆる一般会計と特別会計を集計したもの、判定の基準にするとか、もう一つは実際的な地方交付

税を算定するにおいても、今まで項目数が多かったので、今まで５０数項目あった部分を地方交

付税の算定においては、３０数項目に変更するとか、ただしそれについては少なくとも、実際的

にはいわゆる交付税を落とすためではなしに、実際的には何といいますか、簡略化するためとい

う言い方で国はやりよりますが、実際的に地方交付税に係る今の流れについて、当初予算ですか

ら、財政当局がつかんでる範囲で、新型交付税については今交付税の中には入れてないというこ
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とを言われましたので、それ以外で地方交付税の流れについて、私が今言った点で、どういう部

分をつかんでいるのか、つかんでいる部分があれば、つかんでいる部分、いわゆる算定方式の見

直し、これが１９年度にあります。実施的ないわゆる連結、いわゆる連結、一般会計と実際的な

特別会計の債務残高の連結が発生する。これが１９年度以降２０年ごろに発生するという議論も

されておるようです。国でですね。その辺のところでつかんでる範囲、ちょっと補足説明をお願

いしたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  まず、交付税の算定項目が５０数項目から３０数項目、これがまさ

しく新型交付税に係る部分と私ども理解しております。要するにいろんな従来あった地域振興企

画費ですか、とかいろんな項目があったものをある程度まとめて人口と面積で算出するというこ

とで、これを交付税の算出の簡素化ということでやっておる部分ですが、これは昨日申し上げま

したとおり、まだ詳細がわかっておりませんので、いろんな項目が減ってくるよというのは私ど

も情報入っておりますけれども、じゃそれに対して幾らのような措置になるというようなことは

まだはっきりわかっておりません。 

 それともう１点の特別会計とも合わせた起債残高、負債といいますか、そこらあたりの連結と

いった今御質問でございますけれども、これについては今国の方で新たに検討しております自治

体の破綻法制、ここに係る部分だろうと思っております。そういった中で今のそういった特別会

計の負債、あるいは歳入の起債残高とか、いろんな４項目ばかりあったと思いますが、ちょっと

詳しく覚えておりませんが、４項目あたりを追加して、その破綻法制に加味していこうというよ

うな動きがあるというふうな情報は入っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で一般会計の質疑を終結いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（新山 玄雄君）  お諮りします。本日の会議はこれで延会したいと思います。御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することは可決され

ました。 

 本日はこれにて延会いたします。次の会議は明日３月９日、午後１時３０分から開きます。 
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午前11時53分延会 

────────────────────────────── 


